
第14回オンライン実心実学読書会（2023年2月4日）

圓光(Wonkwang)大学校

柳生真(Yagyu, Makoto)



『韓国と日本、哲学, 哲学でつなぐ：
開闢と公共、そして実学の地平から
(한국과 일본, 철학으로 잇다: 개벽과 공
공, 그리고 실학의 지평에서)』
柳生真著、モシヌンサラムドゥル
(모시는사람들)、2022年



第１部 韓国の開闢
第1章 近代韓国公共性の展開と他者との連帯
第2章 近代韓国市民的公共性の成立
第3章 大倧教の汎ツングース主義と普遍主義

第２部 日本の開闢
第1章 近世日本思想の聖人観
第2章 日本新宗教の開闢運動
第3章 現代日本の生命霊性と治癒霊性



第３部 実学の視点
第1章 19世紀実学者の日本認識
第2章 崔漢綺の宗教会通思想
第3章 韓国・日本・中国における「新実学論」の比較

第４部 比較の視点
第1章 日本における退渓・栗谷・茶山研究の流れ
第2章 崔漢綺と日本の公共思想家比較研究
第3章 東西洋の公共性研究と韓国的公共性



【概要】 崔済愚(チェ・ジェウ、[号] 水雲、1824~1864)による東学の創始から、第2代教主崔時亨
(チェ・シヒョン、[号] 海月、1827～1898)の教祖伸寃運動、1894年の東学農民革命、孫秉煕(ソン・
ビョンヒ、[号] 義菴、1861～1922)による「天道教」への組織改編、1919年3.1運動までの歴史を「公共
する宗教」という観点から読み直した。

▪ 崔済愚——東学の「接」、有無相資の生命共同体

▪ 崔時亨——教祖伸寃運動の挫折、運動経験と社会的力量の自覚

▪ 東学農民革命（全琫準） ——四大名義、十二箇条紀律、全州和約および弊政改革案、執綱所設置
：一般民衆の利益の代弁者としての東学農民軍／当時の主な東学軍文書には宗教色が乏しい
▪ 日本側記録資料でみる東学農民革命（東学党の乱）→第一次蜂起時、在朝日本人にはほぼ被害がなかった

▪ 孫秉煕——渡日活動(1901～06)と東学教団の天道教への改組

▪ 3.1運動と宗教の役割——天道教が3.1独立運動を準備／プロテスタント教会組織で全国拡散



【概要】 1919年の3.1独立運動は、広汎な民族独立運動にして、韓国最初の宗教連合運動でも
あった。本稿ではそれを「公共する宗教運動」として捉え直した。

▪ 日本人判事（永島碓蔵）と孫秉煕の問答
▪ 朝鮮総督府の宗教観（1910年8月29日布告第１号 「諭告」）——宗教は「安心立命の地」を求め、「人心

世態を改善」して、「施政の目的」に裨益する（べき）もの→政治の下位にある(下請けとしての)宗教
▪ 孫秉煕および天道教における「宗教」観念——「宗教が満足に行かぬ間は如何しても宗教家が政治に
関係する様な事になると思います」→政治に働きかける宗教

▪ 「日本人は朝鮮人を称にヨボを以てし劣等視して居るのは不満です」 「日韓併合の際の勅語に
は一視同仁とあるに併合後は常に圧迫を受けて居り」（孫秉煕）→総督府の施政よりも、朝鮮
民衆が抑圧され尊厳が蹂躙されることに反対

▪ 孫秉煕の世界市民的公共性——三・一の独立宣言書（己未独立宣言書）とも共通
▪ 「独立宣言書」は崔南善が起草したとされるが、供述調書にみる孫秉煕の陳述とも共通する点が多く、

起草に先だち、独立の意義目的について両人が対話を重ねていた可能性が高い。



▪「宣言書」(三・一独立宣言 現代日本語訳より抜粋）
▪ “丙子修好條規以来時々種々の金石盟約を食んだとして、日本の信の無さを罪しようとす

るものではない。（中略）二千万含憤蓄怨の民を威力で拘束することは東洋の永久の平和
を保障する理由にならないだけでなく、これによって東洋安危の主軸としての四億万中国
人の日本に対する危懼と猜疑を濃厚にし、その結果として東洋全局の共倒同亡の悲運を招
致することは明らかである。今日我の朝鮮独立は朝鮮人に正当な生栄を遂げさせると同時
に、日本を邪路から出て東洋支持者としての重責を全うさせ、中国に夢にも逃れられない
不安恐怖から脱出させ、東洋平和に重要なる一部をなす世界平和、人類幸福に必要な階段
とさせるものである”

▪孫秉煕の供述（孫秉煕京城地方法院予審調書 第一回調書〈大正８年
４月10日〉より）
▪ 「夫れに米国大統領も提唱の民族自決の提議は誠に私等の血を踊てある（踊らせる?）様な

主張であり、此度の欧州戦争に於ては二千万の生霊を失つて居り、民族自決の提議により
世界か新になる事であると思はれる故、日本人の思想も変って来る事と想はれ、夫れに就
ては朝鮮を独立さすれば支那の感情を和げる事か出来、将来日本が東洋の盟主として立っ
て行く事が出来ると思ったからです」（句読点・濁点は補った）



【概要】 東学-天道教が韓国の近代市民的公共性を開拓・深化させたとすれば、羅喆(ナ・チョル、
[号] 弘巌、[本名] 羅寅永、1863～1916)たちが“重光”した大倧教は、白頭山信仰・檀君信仰を通
して韓民族の近代的「国民」アイデンティティを新たに構築する役割を果たした。ここではその
新たなアイデンティティを導出した初期大倧教の「汎ツングース主義」に注目した。
▪ 大倧教は独立運動家や歴史家、ハングル学者、文学者などを多数輩出したことで有名。
▪ 大倧教の開教（重光）宣言文『檀君教五大宗旨佈明書』で「太白山南北七千万兄弟姉妹」と記す。

（ここでの「太白山」は中朝国境にまたがる白頭山〈長白山〉を指す）この文では同胞を「朝鮮」
「倍達」 「通古斯」と呼び、「三千団部」とも称した。（通古斯は「ツングース」の漢語表記）

▪ 羅喆はもともと同志と共に国権回復運動に奔走した官僚・政客だった。しかし、白峯神師が白
頭山で得た書物を、羅喆・鄭勲謨(チョン・フンモ)らが白峯の門人佰佺や杜一白を通して譲られ、
「檀君大神祖の教化を布け」と促されて開教。（書物自体は檀君朝より歴朝伝来の教えを715
〈天統17〉年に渤海国の大野勃〈高王大祚栄の弟〉が筆写して石室に収めたものとされる）

▪ 独立運動家・ジャーナリスト朴殷植(パク・ウンシク、1859～1925)の小説 『夢拝金太祖』は、国
を喪った朝鮮の儒者無耻生が夢で白頭山上に飛翔し、金王朝の太祖阿骨打の霊と対話して、
ツングース主義の観点から儒教的な中華主義・漢文化至上主義が打ち破られるという筋。



【概要】 儒教の「聖人」には道徳的完成者としての面と、文物制度を創始した文化英雄
としての面がある。江戸時代日本の思想家たちは各々「聖人」に対し独特な解釈を施し
て、そこに自らの理想を託したり、痛烈な批判を加えたりした。ここでは古義学の創
始者伊藤仁斎(1627～1705)、古文辞学の創始者荻生徂徠(1666～1728)、国学の大成
者本居宣長(1730～1801)、自然真営道を提唱した安藤昌益(1703～1762)の聖人観を
とりあげた。

▪ 伊藤仁斎——教師としての聖人：「天下万世臣民の師表となる者は孔子一人のみ」

▪ 荻生徂徠——作者としての聖人：聖人の「クルワ」(制度)

▪ 本居宣長——悪神としての聖人：「漢国に所謂聖人も神也」

▪ 安藤昌益——諸悪の根源としての聖人：「不耕貪食」「五逆十失」 ⇔ 直耕の「正人」



【概要】 「世直し」はもともと地震や落雷を避ける呪文、または良くない事を良
い事に転換させるまじないを意味したが、1784年、田沼意知（意次の子）を暗
殺した佐野政言が「世直し大明神」として崇められるなど、18世紀末～19世紀に
は日本民衆の間で「世直し」が広く語られるようになった。「世直し」の思潮は「世
直し一揆」や「ええじゃないか」、「おかげまいり」のような運動、天理教や丸山教、
大本といった新宗教運動などとしてあらわれた。

▪新宗教と「世直し」
▪ 天理教〔中山みき〕——「陽気暮らし」世界の実現と心の建て替え立て直し：心の「埃」を払う

▪ 丸山教〔伊藤六郎兵衛〕——神国思想・農本主義・反近代・反軍備；終末論とサボタージュ

▪ 大本(教)〔出口なお・出口王仁三郎〕——「艮の金神」の出現と「みろくの世」：国粋と普遍



【概要】 日本で19世紀以後登場した所謂「新宗教」、1970～80年代頃から急成長した「2011年の
東日本大地震と福島第一原発事故、2010年代後半に相次いだ自然災害、2020年以後の新型コ
ロナ・パンデミックの中あらわれた新しい霊性について、日本近代宗教史の観点から検討した。
▪ 19世紀～1970年代頃：新宗教（黒住教・天理教・金光教・大本など）→入信動機は貧・病・争
▪ 1970～80年代：新新宗教（真如苑・真光系教団・阿含宗・GLA・幸福の科学など）→経済成長

と福祉の充実、医療の進歩などで貧・病（争？）はかなり解決され、主要入信動機も心の浄化
や向上、神秘体験、超能力への関心などに変化した。
▪ 1990年代オウム真理教事件などによる宗教全体の地位低下、2000年代以降は宗教の衰退が話題に

▪ 90年代以後：「精神世界」 「スピリチュアル」の多様化——「新霊性運動＝文化」
▪ 2010年代以後：新(新)宗教とも「新霊性運動＝文化」とも異なる霊性の出現や運動

▪ 3・11東日本大地震・大津波犠牲者の幽霊
▪ 原発神社建立論
▪ コロナ大仏建立プロジェクト
▪ アマビエ描き



【概要】 李氏朝鮮の訪日使節団朝鮮通信使は、18世紀までは対馬を経由して日本本土に上陸し、
水路と陸路で江戸まで往復する一大イベントであった。通信使が行われていた時期の、丁若鏞
(チョン・ヤギョン、[号] 茶山、1762～1836)らの実学者の日本認識についても先行研究がある。
だが19世紀、1811年の対馬までの往来を最後に通信使は中断して、日朝関係も疎遠になった。
ここではその時期に活躍した実学者崔漢綺(チェ・ハンギ、[号] 惠岡、1803～1877)と李圭景(イ・
ギュギョン、[号] 五洲、1788～1856)の日本認識をとりあげた。

▪ 崔漢綺——『地球典要』にまとまった記述がある。本書の地理記述は主に清の魏源の『海国図
志』、徐継畬の『瀛環志略』に依拠したが、日本の事蹟は粗略なため朝鮮の申維翰(シン・ユハン、
1681～1752)の『海游録』(1719～20)から補ったと説明。情報は古いものの、日本も数ある国の
一つとして公平に扱おうとしている。日本人に対する蔑視的・敵意ある表現は見当たらない。

▪ 李圭景——彼は日本に関する著述『蜻蛉国志』もある実学者李徳懋(イ・ドンム、1741～1793)
を祖父に持ち、日本文献や情報は豊富だった。『五洲衍文長箋散稿』に日本の文化風俗に関する
数多くの記述が見える。特に『和漢三才図会』を多く参照しており四庫全書に収められた山井
鼎『孟子七経考文』にも言及。ただ日本人に対する「黒歯緑頂蛮」など蔑視的表現も目に付く。



【概要】 崔漢綺は『神気通』で、嘉奴（フアン・S・エルカーノ、マゼラン艦隊生存者を率いた船
長）が地球一周してより、東西が航路で結ばれて文物が往来するようになったと述べる。彼は
また、依然世界は複数の「教」によって分かれているが、「諸教中、天人の宜しきに切実なものを
選び取り、虚雑怪誕なものを除去すれば、天下万世に通行する教となる」と考えていた。ここで
はその崔漢綺の「通教」について概観した。

▪ 「通／不通」という東洋医学的観念を個人（人）から家・国・教にまで拡大。不通を病とみた。

▪ 「四大世界」に四種類の「天下之教」（世界宗教）——仏教・キリスト教・イスラーム・儒教

▪ 各国に「君道」（政）と「師道」（教）がある——「師道＝教」が「君道＝政」を導く関係。
▪ しかし崔漢綺は超越的人格神の存在や、霊魂不滅を前提する天国地獄説・輪廻転生説などの一般的な

宗教の説には批判的であった。

▪ 地球上の東西が通じ、地球上が一つになった時代に相応する、「天」と「人」に通じ「天下万世」に
通用する普遍的教法（通教）が要請される。



【概要】 ここでは韓国・日本・中国の「実学」研究と新実学論について比較・概観・整理した。
▪ 韓国——植民地下1910～20年代に国故研究が進む中、朝鮮後期の「依独求実」の学風に注目。30

年代「実学」が概念化。特に1935年、丁若鏞逝去100周年を機にメディアが注目。独立後の1970年
代には「経世致用」 「利用厚生」 「実事求是」の三大実学派が教科書に載るほど。現在は実学批判も。

▪ 北朝鮮——植民地時代の研究を批判的に受容しつつ、最初マルクス＝レーニン主義により気哲学
＝唯物論と規定したため気一元論者に高い評価。17世紀以後進歩的哲学者を「実用学派」と呼んだ。
主体思想においても実学派は進歩的・民衆的で相対的に唯物論に近い思想として評価される。

▪ 日本——本格的な実学研究は源了圓の『近世実学史の研究』(1962)から。ただし先行の重要な論文
に丸山眞男「福沢に於ける『実学』の転回」(1947)がある。源は日本近代化に対し「アンビヴァレンツ」
と述べ、実学研究を通して「もう一つの近代」の可能性を探る意図をうかがわせる。小川晴久は「実
心実学」を提唱。（丸山が批判・否定した、修己知人の学としての儒教的「倫理の実学」を再評価）

▪ 中国——『漢書』 「河間献王伝」の「実事求是」、程子の「実学」など、実学の概念は古くからあったが
研究開始は最も遅い。葛栄晋らが実学研究を開拓して、中国実学の特徴を1)批判精神、2)経世思
想、3)科学精神、4)啓蒙意識として要約し、その内容を、1)実体実学(主に気哲学)、2)経世実学、
3)科学実学、4)考証実学、5)啓蒙実学に整理した。現代では、「実学」が習近平政権の「中華民族の
偉大な復興」スローガンや三厳三実論と結び付けられ、「新実学」が提唱されている。



【概要】 ここでは江戸時代から第二次世界大戦後までの日本の朝鮮儒学史研究を概観した。藤
原惺窩・林羅山らが朝鮮の役の捕虜姜沆(カン・ハン、[号] 睡隠、1567～1618) を通して朝鮮朱子
学を受容した。山崎闇斎が「孔孟の正宗」を継いだのが朱子で、その最大の理解者が退渓と評価
して以来退渓への偏重が続く。熊本実学派の大塚退野が退渓に傾倒。同派の元田永孚は明治天
皇の侍講となるが、明治30(1897)年頃を境に、退渓の位置づけは心学修養の「師」から、孔孟程
朱の「道統」を熊本実学派の元田を通して明治天皇に繋いだ中継者へと読み替えられた。

▪ 藤原惺窩・林羅山——日本における朝鮮朱子学(性理学)受容：姜沆より学ぶ

▪ 山崎闇斎の退渓学受容——評価と批判的受容：日本の朝鮮性理学研究はほぼ退渓一色に

▪ 熊本実学派——大塚退野・横井小楠ら退渓を再評価：小楠は退渓を 「古今絶無の真儒」

▪ 明治30年代の転回——修養の「師」から、「道統」ナラティブにおける道統の中継ぎに
▪ 中国の孔孟程朱の「道統」を退渓が熊本実学派・元田永孚経由で明治天皇に繋いだ（道義国家言説）

▪ 高橋亨・阿部吉雄の退渓評価——朝鮮儒学自体への低評価と対照的な退渓への高評価



【概要】ここでは、自然状態に暮らしていた太古の人類に制度を立てて公共秩序
を賦与した文化英雄的存在としての「聖人」を軸にして社会と政治を根本的に考
えた思想家を、仮に「公共思想家」と呼ぶことにする。本稿では日本の荻生徂徠
と安藤昌益、韓国の崔漢綺を特にとりあげ、聖人の作った制度と普通の人との
関係を考えた。
▪ ＜日本＞

▪ 荻生徂徠——「先王の道」と聖人の「クルワ」：「クルワ」(制度)の中で人々の意識が変わる。
▪ 安藤昌益——「悟性活真」の道の簒奪者・破壊者・誘惑者としての聖人に、「直耕」して生活して

いる衆人・真人・正人を対置した。

▪ ＜韓国＞
▪ 崔漢綺——聖人も普通の人間も「推測」という能力を共有。「人道」を構築し、維持し、時代や

環境の変化に応じて「変通」していく存在とみた。



【概要】 ここでは人間社会あるところ公共性ありという観点から、主に公共哲学京都
フォーラムで行われた議論を踏まえ、東西洋および韓国の「公」 「私」や「公共」観について
比較検討した。

▪ 西洋——‘[羅]publica ([英]public)’と‘[羅]privatus( [英]private)’
▪ 古代ギリシア的「ポリス(都市国家)」モデル／Res publica(共和国republicの語源)／中世封建制

下での国王の「剣の公共性」／近代市民社会および官僚制国家の成立と市民的公共性の確立

▪ 中国——「公gōng」と「私sī」：独占(ム＝私)の否定＝公(説文)／族長の公宮(白川静)／天の下で「公」
と「私」が入れ替わるダイナミズム(溝口雄三)：民生を保障できない帝王は公から私に転落
▪ 「公共」の初出：『史記』 「張釈之馮唐列伝」／朱子・王陽明における「公共」の用例

▪ 日本——「おほやけ」と「わたくし」：入れ子構造の「公」と「私」／「江湖」の公共性

▪ イスラーム——「アーンム’amm」と「ハーッスkhass」：神Allāhの下で「公」と「私」が保証

▪ 公私二元論を超えて：公・私・公共の三元論／「公共する」という動詞的概念としてとらえ直す

▪ 韓国的公共性の探求
▪ 『朝鮮王朝実録』や文集にみる国家的公共性と士大夫(ソンビ선비)たちの公共性：天地古今公共
▪ 「ハンᄒᆞᆫ 」(一・多・中・大・凡)と韓国新宗教の公共性

▪ 生態・環境・事物尊重思想／(後天)開闢の公共性と理想世界／宗教間対話・疎通・相互理解
→民主化運動や生活運動（例：ハンサリム）、環境運動（例：生命平和運動）等に具体化



▪ 韓国近代の「(後天)開闢」宗教・運動を一国中心的視野を超えた動きとしてとらえ直し、日本の
「世直し」などの類似した運動との比較や対話を試みる
（世界で共通した運動が同時多発的に発生；19世紀前後は「第２の＜枢軸の時代＞」？）

▪ 日中韓それぞれで一国中心的に進められることが多かった「実学」研究を東アジア的、または
地球的視野からとらえ直す

▪ 道徳的完成者と自然状態から文明を創始した文化英雄としての側面を持つ「(儒教的)聖人」を、
日中韓の聖人論を通して読み直す。
▪ 「人類世」を迎えた現代において、「聖人」の再解釈を通してみずから生の秩序を作り出す人間の創造力

を評価し直し、宇宙自然と人間、人と人、人と技術の、より望ましい関係再構築を目指す

▪ 東西の「公共」比較を通して「公共性＝西洋的公共性」という通念を打破。東洋的、または土着的
公共観を掘り下げるとともに、他の公共観との対話可能性や、地球的・宇宙的公共性の可能性
を開く



ご清聴ありがとうございました


